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最 近 の 岩 手 県 内 に お け る小 麦 の 銅 欠 乏

第 1報 転換畑の事例と潜在的銅欠乏土壌の分布
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1は じ め に

岩手県内の小麦作付面積は,昭和53年度に1,30071aま で

減少したがその後増加傾向に転 じ,昭和58年には3,600カ´

にまで増加している。このような小麦作付面積の増加にと

もない,一時はほとんど発生がみられなくなったイヽ麦の銅

欠ジ症が散見されるようになった。岩手県内でかつてみら

れた小麦の銅欠乏症は普通畑でのものであったが,こ こ数

年間に発生している銅欠乏症は転換畑で多くみられている

ことが特徴的であり,その事例を報告する。また,転換畑

での事例から潜在的銅欠乏土壌の分布がうかがわれ,若干

の調査を実施したのでその結果についても報告する。

2 転換畑における事例

銅欠乏症がみられた転換畑の所在地とその地域の転換畑

土壌の可給態銅含有量を表 1に示した。また図 1にその各

地点を①～③で示 した。

表 1 銅欠乏がみられた地域の転換畑土壌の可給
態銅含有量 (昭 53～ 57)

図 : 岩手県内の銅欠乏土壌分布図
(昭 40,黒沢ら )う

土壌の可給態銅含有量をみても, 1:10 HCl可 溶銅の

場合 15口 を欠乏限界とすれば
2), いずれも欠乏限界かそ

れ以下である。また 01N― HCl可溶銅では02理を欠乏

限界とした場合つ,二戸市舌崎は欠乏状態とはいえないが ,

その 2地点は明らかに銅欠乏土壌といえる。

小麦の銅欠乏症が転換畑で多くみられたのは,銅欠乏土

壌地帯であったことに由来するのはもちろんであるが,圃

場の前歴が水田であったことも要因の一つになっていると

花巻市大田と金ケ崎町高谷野原は焼石系火山灰,二戸市  考えられる。つまり,銅欠乏のおそれのある地帯では対策
諭埼は主として十和田系火山灰が土壌母材となっているが, 1旨導はしているものの,転換畑はそれまで水田として利用

これらの火山灰はもともと銅含有量力沙 なく,いずれの地  されてきており銅欠乏の点では全く問題なく経過してきて

点も図 1にみられるようにいわゆる銅欠乏土壌地帯にあた  いるため,銅欠乏対策を実施せずに小麦を作付した圃場で
る。                            銅欠乏症が発生したと推察される。
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また,転換畑の小麦は連作されることが多く,一方銅欠

乏症状は欠乏の度合が激しけれま生育初期から判然とする

が,軽い欠乏の場合は年次によって欠乏症状の発現力洋」然

としないことがあり,連作にともなって軽度の欠乏土壌で

も欠乏症状が顕在化して銅欠乏と確認されたことも転換畑

で銅欠乏症が多くみられた要因の一つになっていると思わ

れる。

微量要素欠乏は,その要素欠乏に敏感な作物を栽培した

時に判明することが多いが,転換畑での事例はその典型と

いえよう。

3 潜在的銅欠乏土壊の分布

転換畑での事例でみられたように,土壌の可給態銅含有

量が欠乏限界付近 (二戸市舌崎A)で も年次によっては欠
乏症状が発現することから,銅欠乏地帯の周辺に潜在的な

銅欠乏土壌が分布すると考えられたので,県北部の二戸市

近辺を調査 した。調査は小麦作付圃場について,観察,聞

き取り及び土壌分析を実施した。

調査地域は図 1に④として示した。

調査結果の概略を表 2に ,ま た土壌分析値の中で,To
tal銅 と1:10 HCI可 溶銅の相関を図2に示したが,これら

にみられるように,1:10 HCl可 溶銅含有量が 15P以下の

欠乏水準の土壌が多く,銅欠乏土壌がこれまでいわれてい

たよりもやや広い範囲に分布することが知られた。また水

積土にも1:10 HCl可溶銅含有量が欠乏水準のものが多く,

十和日系火山灰混入の影響の大きいことがうかがわれた。

表2 二戸市付近の転換畑及び普通畑土壌の銅含有量 (昭 58)
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図 2 土壌のTotal Cuと 1:10 HCl
可溶 Cuの相関 (表 2の原データ )

本調査で銅欠乏症が確認された地点の 1:10 HCl可溶銅
の最高値は174四 で,これまで欠乏現界と考えられてい

た15ぃ よりも高い水準であった。 このような例があった
ことは,作物の欠乏症状が発現しにくく,土壌分析の面か

らも欠乏水準とはいえないいわゆる潜在的銅欠乏土壌が分

布すると考えられる。 したがってこれらを含めると銅欠乏

土壌地帯は更に広がるものと推察され,今後その分布をlE

握する必要がある。と同時に,筆者らはこれまで銅欠乏土

壌の判定に1:10 HCl可溶銅で 15口 を欠乏限界としてき

たが,こ の限界値の見直しが必要と思われる。また, 01
N一HCl可溶銅と1:10 HCl可 溶銅の関連についての検討

も必要と思われる。

4 要

① 転換畑で小麦の銅欠乏症が多くみられたのは,銅欠
乏土壌地帯であったにもかかわらず,前歴が水日であった

ため,対策がなされないまま小麦が作付され欠乏症が発現

したと考えられた。

② これまで欠乏限界とされていた可給態銅含量をこえ
る水準でも欠乏症状がみられたことから,こ のような潜在

的銅欠乏土湊を含めれば,銅欠乏土壌の分布はさらに広が

る可能性がある。

③ 分析法を含めた銅欠乏限界値の見直しが必要である。
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